
岩
岡
中
正
教
授
略
歴
・
著
作
目
録

��一
九
七
〇
年

三
月

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
七
〇
年

四
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

入
学

一
九
七
二
年

三
月

同
課
程
修
了

(

法
学
修
士)

一
九
七
二
年

四
月

九
州
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用

(

一
九
七
三
年
三
月
ま
で)

一
九
七
三
年

四
月

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

入
学

一
九
七
六
年

三
月

同
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
七
六
年

四
月

九
州
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用

(

一
九
七
七
年
三
月
ま
で)

一
九
七
七
年

九
月

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
大
学
院
留
学

(

研
究
生
、
一
九
七
九
年
三
月
ま
で)

一
九
七
九
年

四
月

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

(

一
九
七
九
年
十
二
月
ま
で)

一
九
八
〇
年

一
月

熊
本
大
学
法
学
部
講
師
に
採
用

一
九
八
一
年

四
月

熊
本
大
学
法
学
部
助
教
授
に
昇
任

一
九
九
〇
年

一
一
月

熊
本
大
学
法
学
部
教
授
に
昇
任
。
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

一
九
九
一
年

七
月

博
士

(

法
学)

(

九
州
大
学)

一
九
九
二
年

一
月

大
分
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
兼
任
講
師

一
九
九
七
年

四
月

熊
本
大
学
法
学
部
公
共
政
策
学
科
長

(

一
九
九
九
年
三
月
ま
で)

一
九
九
九
年

四
月

熊
本
大
学
五
高
記
念
館
長
併
任

(

二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で)
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二
〇
〇
一
年

四
月

熊
本
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
併
任

(

二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
二
年

四
月

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課
程
担
当

二
〇
〇
三
年

四
月

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
長
併
任

(

二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
六
年

四
月

熊
本
大
学
評
議
員
併
任

(

二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で)

二
〇
〇
八
年

四
月

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
副
科
長
併
任

(

二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で)

二
〇
一
〇
年

四
月

熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
長
併
任

(

二
〇
一
二
年
三
月
ま
で)

二
〇
一
三
年

三
月

熊
本
大
学
法
学
部
定
年
退
職

����日
本
政
治
学
会
会
員

(

一
九
九
八
〜
二
〇
〇
〇
年
、
理
事)

政
治
思
想
学
会
員

(

一
九
九
七
〜
一
九
九
九
年
、
理
事)

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
会
員

(

二
〇
〇
八
〜
一
〇
年
、
理
事)

九
州
法
学
会
会
員

(

一
九
九
七
〜
一
九
九
九
年
、
理
事)

������一

『

詩
の
政
治
学

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
研
究』

木
鐸
社
、
一
九
九
〇
年

二

『

転
換
期
の
俳
句
と
思
想』

朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年

三

『

ロ
マ
ン
主
義
か
ら
石
牟
礼
道
子
へ

近
代
批
判
と
共
同
性
の
回
復』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年

(

平
成
一
八
年
度
熊
本
大
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学
学
術
出
版
助
成)

四
『

虚
子
と
現
代』

角
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年

(

第
一
一
回
山
本
健
吉
文
学
賞)

五
『

子
規
と
現
代』

ふ
ら
ん
す
堂
、
二
〇
一
三
年

(

平
成
二
四
年
度
熊
本
大
学
学
術
出
版
助
成)

��一

中
村
直
美
・
岩
岡
中
正
編
著

『

時
代
転
換
期
の
法
と
政
策』

成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年

二

岩
岡
中
正
・
伊
藤
洋
典
編
著

『｢

地
域
公
共
圏｣

の
政
治
学』

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
四
年

三

岩
岡
中
正
編
著

『
石
牟
礼
道
子
の
世
界』

弦
書
房
、
二
〇
〇
六
年

��一

｢

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
初
期
政
治
思
想｣

『

政
治
研
究』

二
一
号
、
一
九
七
三
年

二

｢

二
つ
の

『

俗
人
説
教』

に
お
け
る
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
思
想｣

『

政
治
研
究』

二
二
号
、
一
九
七
五
年

三

｢

Ｓ
・
Ｔ
・
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

『

教
会
と
国
家』

論

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
政
治
思
想
続
篇｣

『

政
治
研
究』

二
四
・
二
五
合
併

号
、
一
九
七
八
年

四

｢『

シ
ン
ト
ラ
協
定
論』

に
お
け
る
Ｗ
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
政
治
思
想｣

『

熊
本
法
学』

三
〇
号
、
一
九
八
一
年

五

｢

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
覚
え
書

シ
ェ
リ
ー
と
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ｣

『

熊
本
法
学』

三
六
号
、
一
九
八
三
年

六

｢

Ｒ
・
サ
ウ
ジ
ー
政
治
思
想
覚
え
書｣

『

熊
本
法
学』

四
二
号
、
一
九
八
四
年

七

｢

詩
の
政
治
学

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
覚
え
書｣

『
熊
本
法
学』

四
九
号
、
一
九
八
六
年

八

｢

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
政
治
思
想｣

山
下
重
一
編
著

『

近
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
史』

木
鐸
社
、
一
九
八
八
年
、
所
収
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九

｢

ロ
マ
ン
主
義
の
思
想
構
造

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
覚
え
書｣

『

法
学
と
政
治
学
の
諸
相

熊
本
大
学

法
学
部
創
立
十
周
年
記
念』

成
文
堂
、
一
九
九
〇
年

十
｢

共
同
性
の
諸
相

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義｣

柏
經
學
・
小
山
勉
・
松
富
弘
志
編
著

『

近
代
政
治
思
想
の
諸
相』

御
茶

の
水
書
房
、
一
九
九
四
年
、
所
収

一
一

｢

ロ
マ
ン
主
義
に
お
け
る
共
同
性｣

『

政
治
研
究』

四
一
号
、
一
九
九
四
年

一
二

｢

思
想
史
に
お
け
る
一
九
六
八
年｣

岡
本
宏
編
著

『

一
九
六
八
年

時
代
転
換
の
起
点』

法
律
文
化
社
、
一
九
九
五
年
、

所
収

一
三

｢

個
性
と
共
同
性

思
想
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ｣

清
正
寛
・
丸
山
定
巳
・
中
村
直
美
編

『

現
代
の
地
域
と
政
策』

成
文

堂
、
一
九
九
七
年
、
所
収

一
四

｢

知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
共
同
性

石
牟
礼
道
子
と
共
同
性
の
知｣

中
村
直
美
・
岩
岡
中
正
編
著

『

時
代
転
換
期
の
法

と
政
策』

成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
所
収

一
五

｢

共
同
性
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

石
牟
礼
道
子
と
共
同
性
の
回
復｣

『

熊
本
法
学』

九
七
号
、
二
〇
〇
〇
年

一
六

｢

花
鳥
諷
詠
論
と
現
代｣

『

道
標』

三
号
、
二
〇
〇
二
年

一
七

｢

脱
近
代
の
知
と
個
性｣

『

生
涯
学
習
教
育
研
究』
創
刊
号
、
二
〇
〇
二
年

一
八

｢

神
話
の
回
復
と
新
し
い
知

石
牟
礼
道
子

『
不
知
火』

と
現
代｣

岩
岡
中
正
・
伊
藤
洋
典
編
著

『｢

地
域
公
共
圏｣

の

政
治
学』

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収

一
九

｢

共
生
の
思
想
構
造

近
代
を
超
え
て｣

山
中
進
編

『

女
と
男
の
共
同
論』

成
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
所
収

二
〇

｢

石
牟
礼
道
子
と
現
代｣

『

道
標』

一
五
号
、
二
〇
〇
五
年

二
一

｢

共
同
体
の
再
構
築｣

山
中
進
・
上
野
眞
也
編

『

山
間
地
域
の
崩
壊
と
存
続』

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
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二
二

｢

地
域
形
成
と
グ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム｣

田
中
雄
次
・
大
江
正
昭
編

『

グ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
射
程』

成
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
、
所

収

二
三

｢

知
的
創
造
社
会
に
お
け
る
大
学
の
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
意
義
と
役
割｣

小
野
友
道
・
上
野
眞
也
編
著

『

大
学
と
地
域
形

成』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収

二
四

｢

地
域
公
共
圏
と
政
策
教
育

ア
メ
リ
カ
の
政
策
大
学
院
と
わ
が
国
の
政
策
教
育｣

小
野
友
道
・
上
野
眞
也
編
著

『

大
学

と
地
域
形
成』

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収

二
五

｢

地
域
思
想
の
可
能
性

思
想
の
脱
近
代｣

伊
藤
洋
典
編
著

『｢

近
代｣

と

｢

他
者｣』

成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収

二
六

｢

子
規
か
ら
虚
子
へ

『

近
代』

を
め
ぐ
っ
て｣

『

道
標』

一
五
号
、
二
〇
〇
六
年

二
七

｢

石
牟
礼
道
子
に
お
け
る
存
在
の
回
復

対
立
か
ら
和
解
へ｣

『

熊
本
法
学』

一
一
五
号
、
二
〇
〇
八
年

二
八

｢

虚
子
・
子
規
・
近
代｣

『
熊
本
法
学』

一
一
六
号
、
二
〇
〇
九
年

二
九

｢

現
代
思
想
と
し
て
の
虚
子

今
な
ぜ
虚
子
か｣

『

国
文
学
・
解
釈
と
鑑
賞』

七
四
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年

三
〇

｢

こ
と
ば
と
地
域
形
成

共
同
性
の
再
構
築
へ
向
け
て｣

『

熊
本
法
学』

一
一
九
号
、
二
〇
一
〇
年

三
一

｢

文
学
と
宗
教｣
『

道
標』

三
四
号
、
二
〇
一
〇
年

三
二

｢

共
同
性
の
再
構
築

高
浜
虚
子
の
共
同
性
思
想｣

山
崎
広
道
編
著

『

法
と
政
策
を
め
ぐ
る
現
代
的
変
容』

成
文
堂
、
二

〇
一
〇
年
、
所
収

三
三

｢

虚
子
に
お
け
る

『

自
由』｣

『

熊
本
法
学』

一
二
二
号
、
二
〇
一
一
年

三
四

｢

子
規
に
お
け
る
近
代
性

モ
ダ
ニ
テ
ィ

の
構
造｣

『

熊
本
法
学』

一
二
三
号
、
二
〇
一
一
年

三
五

｢

虚
子
文
学
に
お
け
る
自
力
と
他
力

脱
近
代
の
思
想
と
方
法｣

『
日
本
言
語
文
芸
研
究』

(

台
湾)

一
二
号
、
二
〇
一
二

年
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三
六

｢

脱
近
代
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

私
史
と
し
て
の
同
時
代
史
研
究
か
ら｣

高
橋
隆
雄
編
著

『

将
来
世
代
学
の
構
想』

九
州
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

�������������������
一

共
訳

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

｢

ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
バ
イ
ロ
ン｣

(

杉
原
四
郎
・
山
下
重
一
編

『

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
初
期
著
作
集』

１
、

御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
年)

二

共
訳

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

｢

公
共
財
団
と
教
会
財
産｣

(

杉
原
四
郎
・
山
下
重
一
編

『

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
初
期
著
作
集』

２
、
御

茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年)

三

共
編
著

『

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大
江
教
会
七
〇
年
史』

同
編
集
委
員
会
、
第
Ⅰ
部
第
一
章
〜
第
三
章
執
筆
、
熊
本
日
日
新
聞

社
、
一
九
九
一
年

四

｢

老
い
と
再
生

国
家
と
社
会
の
場
合｣

熊
本
大
学
放
送
公
開
講
座

『

老
い

そ
の
光
と
影』

熊
本
大
学
学
生
部
、
一

九
九
五
年
、
所
収

五

共
著

『

五
高
・
熊
大
キ
リ
ス
ト
者
の
青
春

花
陵
会
百
年
史』

同
編
集
委
員
会
、
第
一
部
第
四
章
執
筆
、
熊
本
大
学
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
花
陵
会
、
一
九
九
六
年

六

｢

普
遍
・
解
体
・
再
生

近
代
と
近
代
後
を
め
ぐ
る
覚
え
書｣

(

岩
岡
中
正
編
著

｢

西
欧
・
非
西
欧
に
お
け
る

『

近
代』

の
検
証
と
近
代
化
の
普
遍
的
条
件
に
関
す
る
思
想
文
化
的
研
究｣

一
九
九
六
〜
一
九
九
八
年
度
、
科
研
費
研
究
報
告
書
、
代

表
・
岩
岡
中
正
、
一
九
九
八
年
、
所
収

七

｢

内
発
的
再
生
と
共
同
性｣

清
正
寛
編
著

『

持
続
可
能
社
会
の
総
合
的
研
究』

熊
本
大
学
教
育
改
善
推
進
費
報
告
書
、
一
九

略歴・著作目録
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九
八
年

八

石
牟
礼
道
子
と
対
談
・
共
著

｢

石
牟
礼
文
学
の
世
界

新
作
能

『

不
知
火』

を
め
ぐ
っ
て｣

熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会
公

開
講
演
、
岩
岡
中
正

『

ロ
マ
ン
主
義
か
ら
石
牟
礼
道
子
へ』

所
収
、
二
〇
〇
三
年

九

共
著

(

対
談)

｢

石
牟
礼
文
学
を
ど
う
読
む
か

ロ
マ
ン
主
義
と
し
て
の
石
牟
礼
文
学｣

渡
辺
京
二

『

対
談
集
・
近
代
を

ど
う
超
え
る
か』

弦
書
房
、
二
〇
〇
三
年
お
よ
び
石
牟
礼
道
子

『

不
知
火

石
牟
礼
道
子
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー』

藤
原
書
店
、

二
〇
〇
四
年
、
所
収

一
〇

｢

荷
風
と
日
本
近
代

近
代
批
判
の
構
造｣
『

俳
句
界』

二
〇
〇
四
年
六
月
号
、
二
〇
〇
四
年

一
一

共
編
著

｢

政
策
大
学
院
設
置
構
想
の
た
め
調
査
研
究｣

熊
本
大
学
重
点
配
分
経
費
に
よ
る
事
業
実
施
報
告
、
二
〇
〇
五
年

一
二

｢

政
策
の
基
礎
を
考
え
る

価
値
観
の
転
換
と
政
策｣

中
川
義
朗
編

『

政
策
法
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク』

熊
本
県
市
長
会
・
町

村
会
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収

一
三

｢

石
牟
礼
道
子
と
近
代｣

東
京
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ

｢

共
生
の
た
め
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー｣

『

研
究
論
集』

四
号
、
二
〇
〇
六
年

一
四

翻
訳��������������������������������������

『

熊
本
法
学』

一
一
〇
号
、
二
〇
〇
六
年

一
五

｢

ロ
マ
ン
主
義｣
『

イ
ギ
リ
ス
哲
学
・
思
想
事
典』

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
、
研
究
社
、
二
〇
〇
七
年

一
六

『

危
機
の
時
代
を
考
え
る

石
牟
礼
道
子
の
思
想』

｢

知
の
技
法
の
伝
承｣

シ
リ
ー
ズ
⑧
、
熊
本
大
学
社
会
文
化
科
学
研

究
科
Ｆ
Ｄ
委
員
会
、
二
〇
一
三
年

�����������������
一

｢

個
性
と
共
同
性

思
想
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ｣

日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
報
告
、
一
九
九
四
年

二

｢

戦
後
近
代
の
基
層
転
換｣

九
州
法
学
会
報
告
、
一
九
九
五
年
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三

｢

共
同
性
の
諸
相

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義｣

政
治
思
想
学
会
報
告
、
一
九
九
七
年

四
｢

石
牟
礼
道
子
に
お
け
る
文
明
と
社
会

『

天
湖』

を
中
心
に｣

九
州
法
学
会
報
告
、
二
〇
〇
二
年

五
｢

石
牟
礼
道
子
の
文
学
に
お
け
る
人
間
像｣

｢

公
共
哲
学
研
究
会
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

、
二
〇
〇
四
年

六

｢
石
牟
礼
道
子
に
お
け
る
文
学
と
政
治｣

九
州
法
学
会
報
告
、
二
〇
〇
七
年

七

｢

こ
と
ば
と
文
化
交
流｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
伊
丹
市
・
文
化
庁
、
二
〇
〇
七
年

八

｢

虚
子
・
子
規
・
近
代｣

第
四
三
回
子
規
顕
彰
全
国
俳
句
大
会

(

松
山
市)

招
待
講
演
、
二
〇
〇
八
年

九

｢

石
牟
礼
道
子
と
二
一
世
紀
へ
の
応
答

和
解
・
存
在
・
希
望｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

石
牟
礼
道
子
と
二
一
世
紀
へ
の
応
答｣

報
告
、
二
〇
〇
九
年

一
〇����������������������������������������������������������

・�����

報
告
、
二
〇
一

〇
年

一
一��������������������������������������
熊
本
大
学
＝
復
旦
大
学����������������������

�����
報
告
、
二
〇
一
〇
年

一
二

｢

文
学
と
宗
教｣

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大
江
教
会
宣
教
九
〇
年
記
念
講
演
会
講
演
、
二
〇
一
一
年

一
三

｢

子
規
と
漱
石
の
青
春｣

熊
本
大
学
滞
在
型
セ
ミ
ナ
ー
報
告
、
二
〇
一
一
年

一
四

｢

虚
子
文
学
に
お
け
る
自
力
と
他
力

脱
近
代
の
思
想
と
方
法｣

台
湾
日
本
語
言
文
芸
研
究
学
会
招
待
講
演
、
二
〇
一
一

年

�����一

共
著

『

新
人
句
集�』
永
田
書
房
、
一
九
九
二
年
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二

共
著

『

汀
女
秀
句
選』

熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年

三

編
著

『

俳
句
の
生
ま
れ
る
里
一
〇
〇
選』

熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年

(

熊
本
県
文
化
懇
話
会
賞)

四

共
編
著

『

新
く
ま
も
と
歳
時
記』

熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年

(

熊
日
出
版
文
化
賞)

五

句
集

『

春
雪』

ふ
ら
ん
す
堂
、
二
〇
〇
九
年

(

第
五
〇
回
熊
日
文
学
賞)

六

句
集

『
夏
薊』

ふ
ら
ん
す
堂
、
二
〇
一
一
年

��������一

｢

書
評
・
石
牟
礼
道
子

『

葛
の
し
と
ね』｣

熊
本
日
日
新
聞
、
一
九
九
四
年
五
月
一
〇
日

二

｢

書
評
・
熊
本
近
代
史
研
究
会
編

『

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
体
制
変
動
と
対
抗』｣

熊
本
日
日
新
聞
、
一
九
九
六
年
五
月

二
七
日

三

｢

書
評
・
自
由
主
義
の
自
己
克
服
へ
向
け
て

藤
原
保
信

『

自
由
主
義
の
再
検
討』

・

『

自
由
主
義
の
政
治
理
論』｣

(｢

政
治
思
想
学
会
会
報｣

六
号)

一
九
九
八
年

四

｢

私
の
風
景
論｣
(｢

熊
本
文
化｣

熊
本
県
文
化
懇
話
会
、
三
六
〇
号)

二
〇
〇
四
年
七
月
一
日

五

｢

石
牟
礼
道
子
全
集

『

不
知
火』

刊
行
開
始
に
寄
せ
て｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
〇
四
年
七
月
一
七
日

六

｢

石
牟
礼
道
子
さ
ん
を
訪
ね
て｣

(『

公
共
的
良
識
人』)
、
二
〇
〇
四
年
六
月
一
日

七

｢

リ
レ
ー
連
載
・
石
牟
礼
道
子
と
い
う
ひ
と
⑧
天あ

め

地つ
ち

の
間

あ
わ
い｣

(『

機』

一
六
一
号
、
藤
原
書
店)

二
〇
〇
五
年
六
月

八

｢

書
評
・

『

井
上
毅
と
梧
陰
文
庫』

を
読
む｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
〇
六
年
九
月
二
日

九

｢

書
評
・
名
古
忠
行

『

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス』｣

(『

イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究』

二
九
号)

二
〇
〇
六
年

一
〇

｢

朝
あ
し
た
に
道
を
聞
か
ば｣

｢

藤
原
保
信
著
作
集
・
付
録｣

八
号
、
新
評
論
、
二
〇
〇
七
年
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一
一

｢

こ
と
ば
文
化
交
流
シ
ン
ポ

(

伊
丹
市)

に
参
加
し
て｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
〇
七
年
九
月
四
日

一
二

｢『

新
く
ま
も
と
歳
時
記』

を
終
え
て｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
日

一
三

｢

い
ま
、
こ
こ
で
詠
み
続
け
る
こ
と

熊
日
文
学
賞
受
賞
エ
ッ
セ
ー｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
〇
九
年
三
月
九
日

一
四

｢
書
評

『

大
久
保
武
雄
・
橙
青

日
記』｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
七
日

一
五

｢

書
評

『
出
版
と
政
治
の
戦
後
史

ア
ン
ド
レ
・
シ
フ
リ
ン
自
伝』｣

熊
本
日
日
新
聞
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
三
日

一
六

｢

〈
う
た
を
よ
む
〉
い
ま
求
め
ら
れ
る
虚
子｣

朝
日
新
聞
、
二
〇
一
二
年
七
月
八
日

����一

俳
誌

｢

阿
蘇｣

主
宰
、
一
九
九
九
年
〜
現
在

二

日
本
伝
統
俳
句
協
会
理
事
、
二
〇
〇
一
年
〜
現
在

三

｢

草
枕｣

国
際
俳
句
大
会

(

熊
本
市)

実
行
委
員
会
会
長
、
二
〇
〇
四
年
〜
現
在

四

熊
本
城
築
城
四
〇
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
、
二
〇
〇
五
年
〜
二
〇
〇
八
年

五

熊
本
県
文
化
懇
話
会
世
話
人
、
二
〇
〇
六
年
〜
現
在

六

熊
本
市
制
一
〇
〇
年
記
念
人
づ
く
り
基
金
選
定
委
員
、
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
六
年

七

熊
本
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
県
民
運
動
本
部
幹
事
、
二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
一
〇
年

八

東
光
原
文
学
賞

(

熊
本
大
学)

選
考
委
員
、
二
〇
一
〇
年
〜
現
在

九

熊
日
文
学
賞

(

熊
本
日
日
新
聞)

選
考
委
員
、
二
〇
一
〇
年
〜
現
在

一
〇

Ｎ
Ｈ
Ｋ

(

Ｅ
テ
レ)

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句｣

選
者

(

講
師)

、
二
〇
一
二
年
〜
現
在
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